
2026 年度 コントロールライン F2B 日本選手権 開催要綱  

主催： 日本模型航空連盟 

公認： 一般財団法人 日本航空協会 

期日： 2026 年 10 月 22 日(木)～25 日(日) 

22 日(木)：公式練習日 

23 日(金)：1 次予選 

24 日(土)：2 次予選 

25 日(日)：決勝 

会場： いきいきパークみさき 

〒599-0312 大阪府泉南郡岬町多奈川東畑 

種目： コントロールライン F2B 

規定： FAI SPORTING CODE SECTION Ⅳ 2025 年版（2026 年度の変更なし） 

参加資格：日本国籍を有するＣＬ技能検定Ｄ級取得者で、開催当日に有効な 

模型飛行士登録者。 

役員等： 選手権委員長： 日本模型航空連盟   会長 安田邦男 

競技委 員 長： 日本模型航空連盟ＣＬ委員 加藤清孝           

陪 審 員： 日本模型航空連盟ＣＬ委員 中林克夫 

競技役員： 日本模型航空連盟役員及び CL 委員長から推薦のあった者。 

世界選手権：本大会の成績上位８名に世界選手権候補資格を与える。 
前回及び今回の世界選候補資格者のうち、次大会の上位８名を 
以って 2028 年度世界選手権への推薦順位を決定する。 

参加機数： 3 機までとする。 

損害賠償： 人畜、土地、建物、その他に対して競技その他により損害を与えた 

場合は、加害者が全額を負担する。 

       ＊競技中に発生した事故について、主催側の不手際および不備に起因

するものであっても、故意または重過失がある場合を除き、主催者 

は一切の責任を負わないものとします。 

宿泊： 選手・助手自身で確保すること。 

参加費： F2B 参加選手：28,000 円 

 F2B 参加選手（21 歳以下）：15,000 円  

 F2B 参加選手の助手：5,000 円 



＊宿泊費を含まず、10 月 23 日～25 日の昼食代を含む。 

  参加費は申し込み受理後、理由の如何にかかわらず返却しない。 

 

参加申込み： 8 月 28 日(金)～9 月 16 日(水)までに JMA ホームページ掲載の 

ＣＬ委員会メールアドレス宛に申し込みを行うこと。 

         メールアドレス：cline.jmaf@gmail.com 

メール件名：2026 ＣＬ日本選手権参加申込 

メール本文に以下を記載： 

１．参加者氏名(フリガナも記載) 

２．Ｄ級登録番号 

３．模型飛行士登録番号 

４．選手区分（選手・選手(21 歳以下)・助手） 

・事務局にて申込内容を確認後、9 月 12 日以降、参加費の支払方法等の 

必要事項を順次メールで通知する。 

・参加希望者は日本模型航空連盟事務局指定の郵便口座へ払い込む。 

・払込みには、郵便局備え付けの「払込取扱票」を使用し、必要事項を 

 記入のうえ手続きを行う。 

    （注意事項）   

・9 月 25 日（金）までに払い込みを完了すること。 

・選手および助手はそれぞれ個別の「払込取扱票」を使用して払込みを 

行うこと。 

・選手、助手ともに、大会当日に有効な模型飛行士登録証を所持してい 

ること。 

（大会当日までに有効期間が切れる場合、事前に更新しておくこと。） 

参加受理： 期限内に参加申し込みがされた場合、日本航空連盟(JMA)より参加 

受理書が送付される。 

 

選手権当日の受付方法： 

 10 月 22 日（木）受付時間：10:00～15:00 

・１次予選参加者およびシード選手のいずれも受付 

 



10 月 23 日（金） 

 ・1 次予選参加者（10 月 22 日に受付できなかった方のみ） 

受付時間：8:00～8:30 

 ・シード選手 

 受付時間：10:00～15:00 

受付時の確認事項 

・「参加受理書」の確認 

      ・「模型飛行士登録証の確認 

      ・機体の重量計測 

      ・安全規則に準じたワイヤおよびハンドルの確認 

             ＊機体が FAI 規定及び日本選手権に適用される特別規則に合致する 

ことを確認する。検査で不合格の場合には失格とする。 

競技方法：参加選手数の増加に対応するとともに、審査員を含む大会役員の 

負担軽減を図るため、本大会の予選は 1次予選および 2次予選の 2段

階方式で実施する。 

          2025 年日本選手権の公式成績に基づき、上位 30 位までの選手にシ 

ード権を付与し、2次予選から出場できるものとする。シード権を有

しない選手は、1 次予選から出場する。 

      （シード権の取扱い） 

・シード権を有する選手が申込締切日までに不参加となった場は、 

 シード権を繰り上げる。 

・参加受理後に辞退者が発生した場合はシード権の繰り上げは行わ

ず、その人数分だけ 2次予選進出枠を拡大する。 

・選手権の受付完了後、1 次予選終了までの間にシード選手に辞退者 

が出た場合も、その人数分だけ 2 次予選進出枠を拡大する。 

       

      1 次予選（10 月 23 日） 

・2ラウンドを実施する。 

・上位 10 名が 2次予選に進出する。 

 ただし、参加受理後の辞退者により進出枠が拡大された場合は、 

 その人数分を加えた順位までを 2 次予選進出者とする。 

・各ラウンドの得点は、審査員の合計点得点を審査員数で除した値と 

 し、小数点第２位までを有効とする（第３位以下切り捨て） 

・２ラウンドの合計得点により順位を決定する。 



2 次予選（10 月 24 日） 

・シード選手および 1次予選通過者、合計 40 名により 2ラウンドを 

  実施する。 

・上位 15 名が決勝に進出する。 

・各ラウンドの得点は、審査員の合計点得点を審査員数で除した値 

  と、小数点第２位までを有効とする（第３位以下切り捨て） 

・２ラウンドの合計得点により順位を決定する。 

決勝（10 月 25 日） 

・決勝は 5 名の審査員により２ラウンドを実施する。 

・各ラウンドの得点は、審査員の合計点得点を審査員数で除した値とし、 

小数点第２位までを有効とする（第３位以下切り捨て） 

・2 ラウンドの合計を決勝の得点とし、順位を決定する。 

・2 次予選の得点は決勝得点に加算しない。 

 

     最終順位 

      ・決勝進出者は決勝の順位を最終順位とする。 

      ・決勝進出者以外の順位は 2次予選の順位によって決定する。 

      ・2 次予選に進出できなかった選手の順位は、1 次予選の順位によって 

       決定する。 

 

外国人選手の参加について： 

本大会では、国際親善および競技交流を目的として外国人選手の参加 

を認める。 

     （出場区分） 

・前年度の日本選手権において 30 位以内の成績を収めた外国人選手に

はシード権を付与し、2次予選から出場できるものとする。 

・上記以外の外国人選手は 1 次予選から出場する。 

     （参加人数） 

・外国人選手の参加人数は、1 次予選からの参加者を含めて最大 5 名 

とする。 

・同一国からの参加人数は最大 3名とする。 

・申込者が参加上限を超えた場合は、先着順で参加を受け付ける。 

（参加条件） 

外国人選手は、日本模型航空連盟主催大会への参加および保険加入の 

 観点から、有効な「模型飛行士」登録を有していることを参加条件と 

する。 

     （成績の取扱い） 

       ・外国人選手は日本選手権の賞典対象外とする。 

       ・外国人選手の成績は参考記録として扱い、日本選手権の公式成績には 

        含めない。 



     （その他） 

       ・外国人選手が 1次予選で 10 位以内、2 次予選で 15 位以内に入った 

場合、2 次予選および決勝ラウンドの出場者数は、当該外国人選手 

を追加する形で拡大する。 

（2次予選:40 名＋外国人選手、決勝:15 名＋外国人選手） 

 

不服、異議：不服、異議の申立は、「日本模型航空連盟 日本選手権開催共通 

規定 第 4 条 日本選手権大会抗議手続き」を参照。 

 

シード選手：2025 年度日本選手権公式記録より、2026 年度のシード選手は以下 

の通りとする。 

 

 1 村松 督浩 16 船本 幸寿 

2 能米 昭一郎 17 若林 太一 

3 比気 勝 18 奥 正年 

4 横山 和哉 19 横山 満 

5 谷村 孝巳 20 堀内 康夫 

6 村田 浩司 21 安田 雄二 

7 北野 秀明 22 原 譽祠 

8 横山 滉樹 23 船本 操 

9 末松 茂樹 24 古屋 正彦 

10 谷川 巌 25 菊池 光一 

11 松本 雅彦 26 関口 佳孝 

12 増田 昭三 27 林 知治 

13 清水 英敏 28 南 信彦 

14 谷口 英之 29 浅利 一馬 

15 堀内 昌克 30 大塚 浩司 


